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論 文 の 内 容 の 要 旨




　まず，1990 － 2004 年に日本全国 200 水系で行われた「河川水辺の国勢調査（河川版およびダム湖版）」
に基づいて構築された魚類データベース（計 7324 件の魚類ごとの在・不在データ）と国土数値情報などの
河川環境データとを用い，淡水魚類の生息確率に及ぼすダムの影響を統計解析して，その結果を地図化した。



































審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究により，淡水魚類の生息確率や多様性（種数）に及ぼすダムの有無，ダムからの距離の影響が定量
的に明らかになった。また，それらの結果を地図化することで，ダムの影響を最小限に押さえるために優先
的に保護すべき種や保全すべき地域を特定することが可能となった。さらに，外来魚の種数の分布パターン
を規定する環境要因を明らかにできたので，外来魚の管理への活用が期待できる。
　以上のように，本研究は日本の淡水魚類分布に及ぼすダムの影響を定量的に明らかにしたものであり，し
たがって得られた成果は学術的に大きいと判断する。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
